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             Yoshiaki Uemura and Takuji Yanabu.
 私達 が 日堂愛用 してい る鉛筆 の芯は主 として黒鉛 と粘ニヒとの混合 物 を焼成 した もので あ る.
大阪 府綜合技術 委員會は これ を改善 す るために鉛 筆専 門委 員會 を紐織 して い る.私 達 の研究室
も共の會 の一員 として参 與 して居 り,鉛 筆の書 き味 に就 ての研究 を委任 された.
 この書 き味 と云 うもの は私達 の主槻 の世界にあ る もので,こ の 中 よ り害綴性 を見出す事1ご特
に鉛 筆の芯 を改良す る手段 として重要 な事 であ る.
 芯 の書 き味 として老 え られ る要 素は,摩 擦,揮 性,黒 さ.磨 粍,焦 の他 量年'皮 等 曽しあ る.私
達 ぱ これ等諮 性質 を定 性的 に親測 し,井 き味 には摩擦 が最 も與つて い る事 を知 り,こ の旦 の測
定 に進 んだ.
 先づ アル ミ昌ウム製 の ドラム上 に模造 紙 を張付 け,鉛 筆 の芯 を電 蓄のピ ツクア ツプの 先に固
定 し,こ れを紙面上 に置 き,紙 の廻縛 につれて ピツクア ツプが引張 られ る力 を測 定 して動 摩擦
係数 を求 めた.
           第1表  鉛'iT芯 一 紙 面 の 動 塵 擦 係 数
     鉛 筆 ω 種 類1模 造 紙N… }模 邉 紙 ・・一・
    ト ン ボ4H  O.24   0.29
              3 H             α38                  0.37
              2 H=           0.31   '              0,39
              HB            -                  0.26    .
              2B      -         O.24
    .=:J一            菱     HB             O.23                  0り23
    ヨ  ツ   ト  HB      O.29         0.28
    地      球   HB      O.26         027
    南 海HBO.23 0.27
      荷 重63瓦,速 度3,65糎/秒
 その1例 を第1表 に示す.こ れ等 をみ ると摩 擦係数値 の高 低嘔序 は略 同 じで あ るが,そ の値
は25%も 異 な るものが あ る.種 々吟味實験を行 つた結果,こ の激仙 は紙 の種類,叉 は同 じ紙 で
あつて も典 の縦 横,場 所 によつ て異な る事 を知 つた.な お紙 の敷 板 によつ て書 き味 が異な るの
は 日常経 験す るところで あ る.
 斯 くの如 き複 雑 な る性質 を有 する紙 を甥象 としては,主 胤見的 な書 き味 を量的 に現 オ)す事 は困
難 であ るとの結論 に逡 し,紙 面の代 りに普遍的 な金属面 を以て浪理定を試 みた.こ の方法 を採用
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この試作品に就ての摩擦係数を測定 した.鉛 筆の芯は焼成後油浸 しをすちものであるが,油 を
入れない芯は第2圖 にみるように晴天,曇 天の日により其の摩擦係数は異 な り,漁 度の高い日
は低い値を示す.こ の小さな値を示す日は紙面上の書 き味 も亦良い事が確認出來た.即 ち書 き
味の良否は主 として摩擦係激値により定 り,共 の優なるものの基準上限は鉛筆一銅面の條件に'
於て0.185で ある.こ の値は委員會 に於て も承認菅された.           '.
 以上の如 く特殊な銅面に剴する鉛筆芯の試験法によ ウ,書 き味の客観化に一歩を進め る事が
出來,焼 成物の種 々の學動が私達の幌野の内に現 われ,鉛 筆芯の改善の手段が逐次明 らかにな
って來て居 る.
 本研究は粉腿焼結艦の物理的性質に關する研究の一部であり,高 槻荒勝研穿室で行つた もの
である.な お絡始御鞭錘 と御助言を賜つた荒勝教授に深謝の意を表する次第である,
 賛 大阪府綜合・技, 鉛筆專F目委員會, 資米斗4,5(日召和23年10月)
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